
         

    

５
月

１３
日
（
土
）
今
井
小
学
校
体
育
館
で
開
会

式
及
び
記
念
講
演
会
（
裏
面
に
記
事
掲
載
）
に
つ

づ
い
て
、
町
内
各
所
で
い
ろ
い
ろ
な
催
し
が
続
い

て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
２１
日
（
日
）
に
は
、
今
井
町

並
み
散
歩
の
最
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
茶
行
列
」

と
「
六
斎
市
」
が
五
月
晴
れ
の
も
と
、
盛
大
に
開

催
さ
れ
、
予
想
以
上
の
人
出
で
久
方
ぶ
り
に
町

内
が
賑
わ
い
ま
し
た
。 

 

５
月

２１
日
、
朝
７
時
に

葛󠄀
城
市
の
長
尾
神
社
で

阿
古
葛󠄀
城
市
長
の
見
送

り
を
受

け
て
、
公

益

社

団
法
人
堺
観
光
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
協

会

の
隈

元

英

輔

会

長

の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
携
え
て
有
志
の
皆

さ
ん
が
出

発

。
横

大

路

を
東

に
進

み
、
途

中

大

和
高
田
市
の
Ｆ
Ｍ
ヤ
マ
ト
で
合
流
す
る
人
達
も

あ
り
、
９
時

２０
分
頃
今
井
町
北
口
に
総
勢

１３
人

が
大
汗
を
か
い
て
到
着
し
ま
し
た
。 

 

な
ご
み
会
の
原
田
会
長
ら
数
人
の
出
迎
え
を
受

け
て
、
順
明
寺
で
一
息
つ
い
て
す
ぐ
に
茶
行
列
出

発
式
の
会
場
の
今
井
保
育
所
に
向
か
い
、
堺
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
、
恒
例
の
飛
脚
（
工
藤

副
会
長
）
の
先
触
れ
、
そ
し
て
「
十
手
リ
ン
ジ
ン
」

の
西
手
さ
ん
が
茶
行
列
の
口
上
を
述
べ
た
あ
と
、

い
よ
い
よ
茶
行
列
が
町
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。 

                    

                     

         

（１）令和５年６月１日                 い ま いは 今                     第 276 号  
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第

２６
回
今
井
町
並
み
散
歩 

  

重
伝
建
地
区
選
定

３０
周
年
記
念
事
業 

  

茶
行
列
４
年
ぶ
り
に
復
活

！！ 

  

晴天の強い日差しのも

と、御堂筋を東に進む

法 被 と股 引きの飛 脚

姿がよく似合う工藤副

会長  

平 素 は 景 観 支 援 セ ン

ターの座敷に展示 して

ある巨大な茶筌を新調

した檜づくりの担ぎ台に

のせて運搬しました。 

稱
念
寺
本
堂
前
で 

今
井
住
職
が
お
抹
茶
券
手
交 

   

重
文
上
田
家
前
に
て 

先
導
役
は
田
原
事
務
局
長 

  重文河合家前で西手さんの口上  

行
列
終
了
後
は
、
景
観
支
援

セ
ン
タ
ー
で
若
林
亭
茶
道
塾

が
抹
茶
の
接
待 

   

中
町
筋
生
活
広
場
横
を 

進
む
茶
職
人
達 

   

千 利 休 に扮 した亀 田

忠 彦 橿 原 市 長 、後 方

は織 田 信 長 に扮 した

西本佳央南都銀行橿

原支店長  

茶行列は午前 １ ０ 時 ～ ・

午後２時～それぞれ今井

保育所を出発。稱念寺や

北口生活広場を経て終点

は重文旧米谷家。行列参

加者には呈茶席でお抹茶

がふるまわれました。  



   
六
斎
市
は
、
今
井
自
治
会
が
主
体
と
な
っ
て
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
も
昨
年
に
は
３
年
ぶ
り
に
今
井

西
環
濠
広
場
で
小
規
模
な
が
ら
実
施
し
ま
し
た
。  

 

今
年
は
、
出
店
者
を
絞
っ
て
町
内
あ
る
い
は
今

井
小
学
校
区
内
の
い
わ
ゆ
る
地
元
の
方
に
限
っ

て
出
店
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
や
は
り
中
尊
坊
通

り
や
御
堂
筋
に
お
店
が
あ
る
と
、
歩
く
人
達
も
い

ろ
ん
な
お
店
を
興
味
深
く
見
て
、
楽
し
ん
で
い
る

様
子
が
伺
え
ま
し
た
。 

                   

春
日
神
社
で
は
飲
食
の
お
店
、
西
環
濠
広
場

で
の
ボ
ー
ル
投
げ
ゲ
ー
ム
や
メ
ダ
カ
す
く
い
等
は

子
供
達
に
大
人
気
で
、
と
て
も
盛
り
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。 

            

順
明
寺
の
境
内
で
恒
例
の
今
井
町
衆
市
も
４

年
ぶ
り
に
開
催
。
今
回
は
出
店
者
も
多
く
、
宇
陀

市
、
三
郷
町
、
東
吉
野
村
、
山
添
村
、
下
北
山
村

の
産
品
が
出
店
。
山
添
村
の
野
村
栄
作
村
長
も

応
援
に
来
町
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
終
日
賑
わ
い

ま
し
た
。 

         

 
 

亀
田
橿
原
市
長
、
奥
田
市
議
会
議
長
を
来
賓

に
迎
え
て
今
井
町
並
み
散
歩
の
開
会
式
を
実
施
。

そ
し
て
、
西
村
幸
夫
先
生
の
記
念
講
演
会
。
休

憩
後
、
妻
籠
・
有
松
・
今
井
の
町
並
み
保
存
関
係

者
の
対
談
。
当
日
は
生
憎
の
天
候
で
雨
風
の
強

い
中
、
約
百
五
十
人
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

           

南
都
銀
行
橿
原
支
店
（
上
）
と
今
井
郵
便
局

（
下
）
の
行
員
・
職
員
の
皆
さ
ん
に
「
歴
史
の
町
今

井
町
」
の
文
字
と
「
駒
つ
な
ぎ
」
を
デ
ザ
イ
ン
し
た

赤
い
法
被
を
着
て
勤
務
を
し
て
い
た
だ
き
、
今
井

町
並
み
散
歩
の
Ｐ
Ｒ
に
一
役
買
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 

（２）令和５年６月１日                 い ま いは 今                     第 276 号  

中
尊
坊
通
り
・
御
堂
筋
で 

  

４
年
ぶ
り
に
六
斎
市
開
催 

風
雨
の
中
、
開
会
式
と
記
念
講
演
会
を
開
催 

西
川
幸
夫
先
生
の
記
念
講
演 

   

対
談
の
司
会
は
若
林
稔
相
談
役 

   

５
月

１５
日
（
月
）
～

１９
日
（
金
）
５
日
間 

南都銀行橿原支店  

今井郵便局  

今
井
町
衆
市
も
順
明
寺
で
開
催

！ 

５
月

２０
日
（
土
）
と
２１
日(

日)

の
２
日
間 


